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１．はじめに

本研究では、外装・屋上防水の補修・改修工事に

おいて既存部材(コンクリート躯体、モルタル、既

存仕上げ)の改修時の要求性能を明確化し、診断基

準の整備を行い、改修後の外装・屋上防水の品質確

保ならびに耐久性の向上を図ることを目的とした

検討を行う。建築物が竣工してから除却に至るまで

の供用期間は、誰しも新築時のような外観を保ち、

かつ雨漏り等もなく快適であってほしいと思う。し

かし日々、日射や雨・風・雪などの外気環境に曝さ

れる外装・屋根防水は、紫外線や温湿度変化、汚染

物の付着により経年劣化が躯体よりも短期間で起

こる。このため建築物の快適な状態を維持するには、

定期的な点検や調査・診断、改修工事等の維持管理

(図1)を適切に実施していくことが必要となる。

２．研究の概要

屋上防水は改修された屋上防水層(以降、改修屋上

防水層と呼ぶ)、外装は塗装仕上げ、ピンネット工法

で改修した外壁ならびにシーリング目地を対象とし

た検討を行う。改修屋上防水層は、アスファルト防

水やシート防水、塗膜防水等の各種屋上防水材ごと

に耐久性に影響を及ぼす既存防水層の要因の抽出お

よび、建築物の長寿命化に向けた新築時の屋上防水

の要件の整理を行う。外装は、図2のフローにそって

試験体を用いた検討を行い、長寿命化改修工事の仕

様選定に必要な調査技術の整理を行う。

３．今年度実施研究について

実施研究のうちシーリング目地の例を示す。改修

工事直前の集合住宅からシーリング材を採取し、化

学分析し材種を突止め、かつ力学試験による劣化度

診断を行った。さらに、劣化程度が小さいシーリン

グ材を用いた試験体を作製して、単に表面塗装する

仕様や、シール材の表層のみ除去して表面塗装する

仕様など数種類の改修仕様を適用し、促進劣化試験

を行い品質に及ぼす影響を検討した。改修仕様を適

用した試験体は材種により劣化進行に差が生じてい

た(写真1)、今後は性能評価法の検討を行う。

図１ 建築物供用期間の維持管理

図２ 外装材の長寿命化改修工事のための実験

実施前 2500時間後
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写真１ シーリング目地の改修工法性能検証実験

水系アクリルシリコン樹脂塗料を塗布

した改修試験体の促進劣化試験

改修工事前の集

合住宅からｼｰﾘ

ﾝｸﾞ目地の採取
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１．はじめに 

 平成28年10月策定の『舗装点検要領』では、舗装

の更新年数を意識した維持管理等が求められている

が、アスファルト舗装には、使用目標年数を満たさ

ずに早期に劣化する区間（以下、早期劣化区間とい

う）が存在しており、国総研ではその原因の究明を

行っている。本記事では、直轄国道上の舗装の早期

劣化区間において開削調査を行った結果を紹介する。 

２．早期劣化区間の開削調査 

アスファルト舗装が早期に劣化する原因を把握す

るため、新４号国道上において早期劣化区間と考え

られる区間を３箇所抽出し、開削調査を実施した。

開削は幅3m、長さ2mの

矩形を50cm×50cmに

分割し、カット時に水

分の影響を受けないよ

うドライカッタを用い

て行った（写真-1）。 

開削調査の結果をま

とめると表-1のとおりとなる。区間Ⅱ及びⅢではア

スファルト安定処理層下面に大きな損傷が見られな

かったことから、表面に見られた亀甲状ひび割れは

トップダウンによるものと推察される。滞水につい

ては、３区間に共通して見られたが、広範囲に滞水

した区間Ⅰ及びⅡではひび割れの貫通及び層間はく

離が見られた。さらに、区間Iでは路盤の軟弱化が見

られた。 

上記結果から、図-1のように本現場における早期

劣化のメカニズムは舗装上面から浸透した水により

基層がはく離し、舗装の支持力の低下に伴い、アス

ファルト安定処理層及び路盤の破損が進行したもの

表-1 開削調査結果の総括 
区間Ⅰ 区間Ⅱ 区間Ⅲ 

アスコン層の滞水 アスコン層ほぼ

全層にわたり滞

水

中間層以下でほ

ぼ全幅にわたり

滞水 

層間の一部で滞

水 

降水 前日 ６日前 ５日前 

層間剥離 基層以下で層間

剥離 

基層以下で層間

剥離 

基層以下で層間

剥離の兆候あり 

ひび割れの貫通 多数 一部貫通に至っ

ているものあり 

アスファルト安

定処理層まで貫

通

上層路盤の乾湿 湿潤 乾燥 乾燥 

写真-2 層間剥離による

アスファルト安定

処理層の残留

写真-3 層間の滞水

状況 

と想定される。 

３．早期劣化区間の

解消に向けて 

舗装点検要領の策

定により、舗装の調

査・診断・設計に関

して一定の指針が示

されているが、今回

の開削調査結果や、

現在行っているコア

採取等の結果から得られる知見、さらには各現場に

おける詳細調査等の実態をとりまとめ、早期劣化区

間の解消に向けた技術情報の発信を行って行く予定

である。 

☞詳細情報はこちら
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